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第 52 回卒業式［3月 1 日(水)］ 

肌寒さを感じる一日でしたが，素晴らしい卒業式

になりました。 

県教育委員会告示として人権同和教育課の常深透

様から告辞を，永田 PTA 会長からは祝辞を頂きまし

た。 

 体育館では多くの保護者の皆様にも御出席をいた

だき，暖かい雰囲気の中にも厳粛に式典は進みまし

た。卒業生の退場時には，今年度新たに編曲した愛

好歌「たいせつ」の吹奏楽バージョンをバックに，

大きな拍手が沸き起こりました。 

その後，クラスでは生徒・保護者・担任で，最後

の LHR が行われました。優しい 52 期生卒業生たちか

らは，保護者への感謝の言葉が多く聴かれました。 

あちこちで花束を渡したり写真を撮ったりする姿が

見られ，308 名が鹿児島中央高校を巣立っていきま

した。 

後期クラスマッチ終了［3月 3日(水)］ 

昨日は一時雨に見舞われましたが，今日は爽やか

な好天に恵まれました。絶好のコンディションのも

と，各クラスの勝利への熱い思いがぶつかり合い，

思い出に残る数々の名勝負が繰り広げられました。 

実施種目は，サッカー，ソフトテニス，バスケット

ボール，バドミントン，卓球の５競技。どの会場で

も，クラスメイトの活躍に声を枯らして応援する姿

が見られました。担任が選手として参加したクラス

もあり，一段と盛り上がった声援が聞こえました。 

中央高校生の強い団結心がよく表れていました。 

優勝したチーム・クラス，おめでとう。残念ながら

敗れてしまったチームも，クラスの良い思い出とな

ったことでしょう。 

 

第 3 回学校関係者評価委員会及び学校活性化

委員会［3 月 3日(水)］ 

午後，今年度最後となる第 3 回学校関係者評価委

員会及び学校活性化委員会を開きました。 

校務分掌評価と学校評価に関してアンケートの結果

などを報告し，その後各部主任から御説明いたしま

した。 

 委員の先生方からは，学校に関する多くの御意見

をいただきました。 

 教育県民週間での保護者の授業見学を増やす工

夫が必要。 

 在校生が卒業生から学ぶ機会を積極的に増やし

て欲しい。 

 教育相談のさらなる充実に努めて欲しい。 

 薬物乱用防止教室には警察から講師を招くのも

効果的。 

 ２年生の意識の高揚を図ることでさらなる学校

の活性化を。 

充実した話し合いになりました。来年度の学校運

営に生かして参ります。 
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4 月の主な行事予定 

6 日(木) 始業式 

7 日(金) 第 55 回入学式 

鹿児島マラソンボランティア［3 月 5 日(日)］  

あいにくの雨模様となった「鹿児島マラソン２０

１７」でしたが，本校生もボランティアとして部活

動・一般生徒あわせて，約 300 人が竜ヶ水付近で給

水所などのお手伝いをさせていただきました。 

 応援団部は，雨の中走るランナーたちに，日頃練

習している演舞を披露いたしました。 

ボランティアの生徒たちに声をかけて下さる方々

が多数もいらっしゃり，生徒たちも元気をいただき

ました。ありがとうございました。 

合格者集合［3月 16 日(木)］ 

平成 29 年度の新入学予定者を対象とする合格者

集合が行われました。 

中学校の卒業式を終え，先日の合格発表で合格が

決定した 320 名の生徒と保護者にお集まりいただき 

ました。 

本校入学のための準備等について説明が行われ，

皆さん真剣な表情で聴いていました。 

説明後，制服の見本を見たり教科書を買ったりと

準備が続く中，皆さん春からの高校生活への期待で

胸を膨らませているようでした。入学式のころには

正門横の桜も咲き，新入生を迎えてくれることでし

ょう。 

合格者並びに保護者の皆様，お忙しい中お集まり

いただきありがとうございました。 

職員一同，皆さんの入学を心待ちにしております。 
 

受験体験を聴く会［3月 17 日(金)］ 

この会は，大学に合格した今年度の卒業生を招い

て，1･2 年生に向けて大学受験の体験を語ってもら

うという企画です。 

 文系は講堂，理系は体育館でそれぞれ 7 人の卒業

生が受験体験を語りました。 

 大学選びのポイントとしては，「大学でどのよう

なことをしたいかよく考えて決めた」や，「将来の

職業から決めた」といったものがありました。 

 勉強方法として，「分からないところは必ず質問

して解消」や，「宿題と定期テスト対策をしっかり

すれば力はつく」，「思考過程に時間をかけて自分

の解答をつくる」，そして「多くの参考書を使うよ

り，1 つの参考書をじっくり勉強する」など，多く

の貴重なアドバイスをしてくれました。 

 その後，質疑応答が行われました。 

 いつから受験勉強を開始したかという質問に対し

て，「2 年の終わり頃から」とか「部活動を引退し

てから」という回答がありました。 

また，赤本の活用法として「3 年の夏休みに解い

て，できなさすぎることにかえって奮起した。」と

いう回答もありました。 

 最後に，後輩へ「授業を大切に」，「部活動から

の切り替えを大切に」，「困難なことから逃げない」

など熱のこもった言葉が贈られ，1･2 年生は多くの

刺激を受けたようです。 

 感想として，2 年生のある生徒は，「そろそろ受

験勉強を始めないといけないなと焦りを感じた。大

学について調べたい。」また，1年生のある生徒は，

「授業を真剣に聴こうと思った。小テストをおろそ

かにしないようにしたい。」と感想を述べていまし

た。 

卒業生のみなさん，貴重な時間を割いて後輩たち

のために語ってくださり，ありがとうございました。 


